
 
 
 
 
 

―つばめルームでの子どもたちの過ごし方を紹介します― 

 

 

 

◎ホールでの遊び◎ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

＜つばめだより＞ 

感染症対策として、密にならないようホールで過ごすことが増えています。また、その

日の人数に応じて、使用する部屋を増やすなどの工夫をしています。 
 

衣装を着ることが大好き！ 

ホールの舞台を使って女の子たちがアイドルごっこをしています。かわ

いい衣装を着て歌ったり踊ったり。テレビに出てくる人だよ」と笑顔で

なりきっています。「お客さんがいないね」というお友だちの言葉を聞い

て、年長組の女の子たちが見に来てくれました。拍手をもらって、みん

なも嬉しそうです。“アブラハムの子”が流れ出すと、周りで見ていた男

の子たちも参加。異年齢のかかわりや遊びが広がっていきました。 

何をつくっているのかな？ 

舞台袖のスペースを使って、年長組の男の子たちが秘密基地を作

っていました。近くで見ていた年少さんも興味津々。「何を作って

いるの？」「僕も入れて」と嬉しそうに遊びに参加していきました。

「壊れないようにそっと遊んでね」とドキドキしながらも優しく

声をかけてくれた年長さん。「優しいね」という先生の言葉に、「だ

って年長さんだもん！」との返事。かっこよくて頼もしいお兄さ

んです。 

お弁当・おやつの時間 

つばめの時間は普段の保育よりも一緒に過ごす人数が増え

ます。そのため、食事の際は特に、密にならないよう気を付

けたり、手洗いの大切さを繰り返し伝えたりしています。ま

た、おやつを配る際にはゴム手袋を着用し、できるだけ個包

装になっているものを選ぶよう心がけています。子どもた

ち自身も大きな声でお話をしないように心がけています。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

夏ならではの遊び 

夏は暑いので、室内で過ごすことが多くなりますが、子どもたちは水遊

びが大好き！ペットボトルや牛乳パックを使って楽しんでいます。中

にはバケツに水を溜めて頭からかぶる子も…。「僕にもやって！」とそ

の子の周りに行列ができ、「しょうがないなぁ。並んでくださーい」と

嬉しそうにお水をかけてあげていました。時間を決めて熱中症に気を

付けながら、全身びしょびしょになって遊んでいます。着替えの際に

は、濡れた体操服に苦戦しながらも、自分でやってみようと頑張る姿が

印象的でした。 

よーく考えて・・・ 

人気のおもちゃのひとつにパズルがあります。年少さんでも簡単に

できるパズルから、１００ピースのジグソーパズルまで種類も様々

です。「これはどこのピース？」と手伝ってもらいながら進める子、

黙々と一人で取り組む子などいろいろな楽しみ方があります。中に

は４０分以上かけて完成させる子も。その集中力に驚きました。 

ある年中さんは、４人で相談しながら１００ピースのパズルに挑

戦。出来上がったパズルを前に「これがやりたくてつばめにしても

らったんだよ！」を満足そうな笑顔を浮かべる姿がかわいかったで

す。お友だちと協力して一つのものを作り上げると達成感や喜びを

わかちあうことができます。役割分担や、話し合いながら進める様

子をみて、年少組からの成長を感じる瞬間でした。 

ブロック 

男の子たちがブロックで遊んでいます。「ここには恐竜が住ん

でいるんだ」と教えてくれました。どのブロックを組み合わせ

れば本物のように見えるか考えながら作っていきます。完成す

ると「これは残しておく！」「明日も続きするんだ」とのこと。

幼稚園に来る楽しみが増えました。このほかにも、ドーナツや

ブレスレットに見立てたり、うさぎの顔を付けた電話などを作

ったりしています。ひとつのおもちゃからいろいろな遊びが広

がり、一緒に遊んでいて面白いです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年からつばめの利用の手続きの方法が変わりました。日頃よりご協力いただき、ありがとうございます。 

不定期にはなりますが、今後もつばめでの様子をお伝えしていこうと思いますのでお楽しみに！ 

 

 

  

代休つばめ 

休園日のつばめは出席人数が少なく、幼稚園には誰もいないので、い

つもと雰囲気が違ってまた面白いです。トイレットペーパーの芯で

望遠鏡をつくり、探検に行くことにしました。「カメさんお腹すいて

るんじゃない？」「なんか暗いね」「鳥さんの声がした！」といろいろ

な発見が。ある男の子は「探検は危ないから頭を守らなきゃ！」と新

聞紙ヘルメットを作り再出発。園内に隠されたミッション（探検に同

行した先生がその場でこっそり隠しているのは内緒です）を探しだ

し、ひとつずつクリアしていきます。すべてをクリアすると、「レベ

ルアップだ！」と喜ぶ姿が見られました。  

その日の帰りのお仕度はレベルアップしたから自分でできる！」と意欲

的に取り組んでいました。遊びを通して自信がつき成長を感じた瞬間で

す。その後みんなでトイレに行ったときに、「このドア（掃除用具入れ）

はどこにつながってるんだろうね」と質問をしてみました。最初は「お

掃除のとこだよ」と言っていた子どもたちですが「本当に？」聞くと表

情が変わり「え？」「ひよこさんのお部屋かな？」など想像を膨らませて

いました。そこから園内のドアを全部開けてみようということになり探

検が再開。「蛇がいるかも！」「おばけがでたらどうする！？」などちょ

っぴり不思議な幼稚園を楽しんでいました。それぞれのイメージを言葉

で共有し、みんなでひとつの遊びを楽しむという集団生活ならではの面

白さを感じてくれたようです。 


